
公共施設のコスト計算書

【施設】

　研修宿泊棟(本館)、付属棟(別館)、倉庫棟、体育館、野外活動場(芝生広場、グラウンド)

 ※研修宿泊棟、付属棟及び倉庫棟は平成24年10月に新築竣工、同年11月再オープン。

研修宿泊棟には、昇降機１基と太陽光発電システム（6.47kWh)を導入。

総敷地面積 20,257.18㎡　建物延面積2,806.82㎡

【職員の状況】

　　　　職員8名（所長1名、部長1名、係4名、宿直員2名）

●県債残高（R2.3.31現在）

【行政コスト】 令和 元 年度 (千円） 千円

（年間利用者数）

●コスト指標

【収入項目】 (利用者1人当たりのコスト）

●コスト縮減、利用向上に向けた取組み状況

施設運営方法 全部委託：指定管理者（香川県連合青年会）（平成24年12月1日から指定管理者制度を導入）

　指定管理者制度導入によりコスト縮減を図っている。
　また、施設利用の促進については、指定管理者が自主事業として「ほたるの夕べ（ホタルの飼育を通じた地域交
流）」や「全国青年活動研究集会」等を開催し、施設の知名度向上や年間利用者数の増加を図っている。

22,654小計

公債費（利子のみ）

1,829小計

55,781

22,031

623

小計

維持補修費

人にかか
るコスト

物件費

人件費

退職給与引当金繰入等

物にかか
るコスト

減価償却費

その他

行政コスト合計　①

その他

14,377

967

15,954

1,731

31,298

98
その他の
コスト

計　②

17,704

17,704

使用料・手数料

国庫支出金

その他

県単独負担額　①－② 38,077

当該年度 構成比

39.5%

1.1%

40.6%

25.8%

1.7%

28.6%

31.7%

68.3%

3.3%

100.0%

31.7%

56.1%

3.1%

0.2%

1,882

23,634

981

24,615

12,512

1,509

38,255

18,217

15,954

56,472

29,975

1,770

112

△ 358

△ 1,961

1,865

△ 542

18,217

△ 14

△ 53

△ 1,603

△ 513

△ 178

△ 691

△ 513

1,323

△ 39

昭和44年度

設置目的 青年に対し、研修、団体活動、国際交流その他の活動を提供することにより、青年の健全な育成を図ることを目的とする。

項目 増減前年度

765,085千円

施設の種類 青少年健全育成施設 施設設置根拠 香川県青年センター条例

施設名 香川県青年センター

所在地 香川県高松市国分寺町国分1009番地 供用開始年度

宿泊施設(1泊）

施設の概要

体育館（１ｈあたり）

使用料

2,160円

洋室1,820円、和室1,570円

全面1,490円、半面890円

大会議室(4ｈ）

小会議室（4ｈ） 1,200円

●利用の状況

　平成24年12月1日～令和2年3月31日：全部委託

R元 929円

60,265人

R元 60,020人

3,680円

　　　　職員7名（正規職員2名、嘱託職員5名）

　平成24年4月1日～平成24年11月30日：直接運営

整備事業費

野外活動場(4ｈ）

306,135

利用料金

H29 896円

H30 937円

H29 60,650人

H30

行政コスト計算書
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使用料 295円 県負担額 634円

行政コスト 929円

使用料 302円 県負担額 635円

行政コスト 937円

利用者1人当たりのコスト負担の状況

使用料 308円 県負担額 588円

行政コスト 896円


